
　国や自治体等の防災関係者、
さらには広く国民の皆様によって
愛読され、今後の防災行政の
推進に大きく寄与することを目的
に、「ぼうさい」は創刊されました。
創刊は 2001 年 1 月。今年で
20 年が経ちます。
　創刊当時は中央省庁の再編
が進められていた時期であり、
それまでの国土庁防災局が内
閣府に移り、より明確な形で防
災に関する施策の総合的な企
画･調整にあたることとなりまし
た。日本には地球上の活火山の
7％が存在し、毎年地球上で起
きる地震の 10％が日本周辺で起
きているとされています。また、
梅雨時の集中豪雨､台風の暴風
雨などにより、洪水や土砂崩れ
の災害が毎年各地で発生して
います。このことは「ぼうさい」

創刊当時から今まで変わること
はなく、現在でも日本は、多くの
災害が発生し、そのたびに多く
の被害を受けています。
　災害が起きることを防ぐことは
できませんが、事前の対策や発
災時の対応により、被害をでき
るだけ小さくすることは可能であ
り、重要です。また､災害が発
生した後の復旧・復興も重要な
課題であることは、多くの人が
実感していることだと思います。
「ぼうさい」は小さな広報誌では
ありますが、防災に関係する多
くの情報を発信する場となってき
ました。
　2011 年の東日本大震災をは
じめ 2016 年の熊本地震や令和
元年東日本台風など、ここ 10
年においても、日本は多くの災
害によって甚大な被害を経験し

てきました。今後もこのような災
害が起こる可能性は否定でき
ず、寧ろ災害は起こるものと考
える必要があります。事前に対
策を行い、また適切な復興を実
現できるよう準備を進めることは
重要です。「ぼうさい」は、こ
れらの対策や準備をより効果的
に行うためにも、今後も皆様に
有用な防災の情報をお届けし続
けたいと思っています。
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